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地質調査支援ツール 登録不要で最大 30日間試用できます 

KSボーリング日報 ver1.0 

KSボーリング日報は、皆様の日々のボーリング調査業務において、日報から柱状図やメールによる報告を簡単にするこ

とを目標に開発されました。 

主な特徴 

日報から柱状図を直接作成できます 

 入力した日報を元に JACIC(新・旧)仕様の柱状図をそのまま印刷可能

です。 

 柱状図中にその日の作業範囲を赤で見やすく表示します。 

 別孔の掘削範囲、掘り止め・検尺などの情報も柱状図に示されます。 

ボーリング作業情報を事前に設定できます 

 掘削条件や掘り止め、施工完了処理などの条件をあらかじめ設

定できます。 

 必要な作業と作業で撮影する確認写真のリストを設定できます。 

エクセル日報とデータのやりとりができます 

 エクセルで作成した日報データを読み込み可能です※。 

 日報データをエクセルに出力可能です※。 
※:作業日をタブで管理するタイプのエクセル日報に対応しております。その他制

限がございます。 

日々の報告メールを簡単に作成できます 

 相手先や挨拶など定形文を設定できます。 

 日付や掘進長などは自動で文章化されます。 

 使い慣れたメールソフトで、メールを送信できるので、送信結果もメールソフト

で管理できます。 

現場写真チェックをつけられます 

 搬入搬出や試験、検尺など作業毎に必要な写真のリストを作成できます。 

 作業の実施時に日報で作業を追加できます。 

 作業と写真のリストで、作業の実施状況を把握できます。また、写真毎にチェッ

クをつけることができるので、写真の撮り忘れ防止に効果的です。 

 

カスタマイズ承り 

 御社のデータの読み込みや、物理検層を表示するアドオンなど承ります。 

土質ボーリング柱状図(標準貫入試験)
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掘り止め(規定の強度を計画長確認した) 10.00m:検尺(立会者検尺 太郎) 本日作業は赤で示した範囲

日報入力画面 

作業と写真チェック 

柱状図(赤は本日作業の内容です) 
メール作成場面 

作業情報の設定画面 

https://kyoso-software.co.jp/


 

機能一覧表 

項目 機能  備考 

販売価格 

(総額) 

1 ライセンス版 \22,000 1 ライセンスにつき 1台で利用できます。 

5 ライセンス版 \88,000 
1 ライセンスにつき 1 台インストール可能なライセンスを 4 ラ

イセンス分の価格で 5 ライセンス提供します。 

試用 - - 最大 30 日間お試しできます。 

日報 

編集 

入力画面 3 簡易(土質・岩盤)、詳細 

作業時間の設定 ○ 開始時間・終了時間(24 時以降も設定可能) 

オペレーター・助手の設定 ○  

掘進・水位観測の設定 ○  

再掘削作業の入力 ○  

掘り止め・検尺情報の入力 ○  

その他作業の入力 ○ 作業名をリストに入力可能 

地質土質情報の入力 ○  

削孔情報の入力 ○  

標準貫入試験の入力 ○ 詳細な内訳も入力可能 

原位置試験の入力 ○  

試料採取の入力 ○ 採取区間、試料番号、採取方法、コメントが入力可能 

別孔作業 ○ 詳細画面で可能。作業の有無・時間等 

作業と写真の設定 ○ 作業とそれに伴う写真名称の設定が可能 

写真のチェック ○ 
実施した作業の写真リストでチェックが可能 

注:写真ファイルを管理する機能はございません 

日報 

印刷 

土質日報 ○ A4 縦 1様式 

岩盤日報 ○ A4 横 1様式 

別孔 ○ 本孔とは別に印刷 

PDF ファイル出力 
○ 

備考をご覧ください 

Windows10 標準の Microsoft Print to PDF などの 

印刷機能を用いて PDFが作成できます。 

日報のコピー ○ Windows Metafile形式。BITMAP 形式。 

柱状図 

作成 

土質柱状図 ○ 旧 JACIC、新 JACIC(標準貫入試験)対応 

岩盤柱状図 ○ 旧 JACIC、新 JACIC 対応 

地すべり柱状図 × 未対応 

作業範囲の表示 ○ 作業範囲は赤で表示されます。 

別孔作業の表示 ○  

柱状図カラムの色づけ ○  

基準標高表示 ○  

凡例印刷 ×  

ロール紙対応 ○ パソコンとプリンターの制限によります。 

PDF ファイル出力 
○ 

備考をご覧ください 

Windows10 標準の Microsoft Print to PDF などの 

印刷機能を用いて PDFが作成できます。 

DXF 出力 ×  

図のコピー ○ Windows Metafile形式。BITMAP 形式。 

エクセル

との連携 

エクセル日報からの取り込み ○ タブで日々の日報を作成するエクセル日報の取込みが可能 

エクセル日報へ出力 ○ タブで日々の日報を作成するエクセル日報の出力が可能 

柱状図フ

ァイル 

柱状図ファイルの取り込み ○  

柱状図ファイル出力 ○  

その他 

KSボーリング柱状図作成支援ツールの設定共有 ○ 技術者設定など共有できます 

アドオン・カスタマイズの承り - 
独自形式の日報への対応等が可能です。 

お見積もりいたします。 

詳細な機能はホームページの製品情報をご覧ください(https://kyoso-software.co.jp/product/kssitereport/)     ○:対応、△:制限あり、×:未対応 

https://kyoso-software.co.jp/ksboring/

